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（別紙）

志摩市総合計画（2026～２０３３）

基本構想



基本構想

まちづくりの基本理念
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まちの全域が伊勢志摩国立公園に含まれる、志摩市の豊かな自然環境は、市民の暮らしと

産業の基盤となるものです。青い海と緑の森、リアス海岸の複雑な地形、そこで営まれる漁業

や地域固有の文化など、人と自然が密接に関わる風景は、志摩ならではの魅力です。環境の

変化に対応しながら、自然を保全し、持続可能な形で共生していくことが、私たちの重要な責

務です。

また、志摩市は、G７サミットや全国豊かな海づくり大会の開催地にも選ばれ、日本有数の観

光地として多くの人びとが訪れる、魅力あふれるまちであり、市民の多くが地域に誇りを感じ

ています。市民一人ひとりがこの誇りを持ち続け、志摩市で充実した暮らしを送るためには、

さまざまな暮らしの中の課題を解決し、愛着を持ち続けられるまちを創ることが求められま

す。

一方で、全国的な傾向と同様、志摩市は急速な少子高齢化と人口減少という喫緊の課題に

直面しています。次世代へ志摩のまちを確かに受け継ぎ、持続的な発展を可能とするため、産

業の振興や魅力的な雇用機会の創出に加え、ライフステージに応じた支援をはじめ、若い世代

が希望を持って暮らし、活躍できる環境の整備が不可欠です。

基本構想

これらを踏まえ、総合計画では、志摩市が将来にわたって持続的に発展していくため、「自然

と共生するまちづくり」、「市民が誇りをもてるまちづくり」、「次世代につながるまちづくり」を

まちづくりの基本理念とします。

市民の持つ発想や知恵をまちづくりに積極的に取り入れ、若い世代が志摩市で希望を持って

暮らし、活躍できる環境を整え、先人が築いてきた志摩のまちを次世代に受け継いでいきます。

自然の恵みを享受するとともに、環境の変化に対応しながら、自然を保全し、持続可能な形で

共生していくことをめざします。

さまざまな暮らしの中の課題をとらえ、解決していくことで、市民一人ひとりが志摩市で充実

した暮らしを送り、愛着を持ち続けられる自慢のまちをつくります。

自然と共生するまちづくり

市民が誇りをもてるまちづくり

次世代につながるまちづくり
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まちの将来像

「誰もが住みたくなる、笑顔あふれる『しあわせ』のまち」

本計画では、おおむね１０年先のめざすまちの将来像を「誰もが住みたくなる、笑顔あふれる

『しあわせ』のまち」とします。

基本構想

志摩市がめざすのは、未来の市民の暮らしが、誇りと希望に満ちあふれ、市民一人ひ

とりの「ウェルビーイング（well-being 身体的、精神的、社会的に良好な状態）」が実

現できる環境が整った「しあわせ」のまちです。

私たちがともにめざす、志摩の未来

◼ 美しい海と山、豊かな自然の恵みのもと、国内外から人の流れが生まれ、地域経済

が活発に動いており、若者が希望を持って働き、活躍できる魅力的な仕事と活気に

満ちている姿です。

◼ いつ起こるか分からない災害に対し、子どもから高齢者まですべての人の命と安心

がしっかりと守られていると感じられ、暮らしの生活基盤が整い、心穏やかな日常

を送れる姿です。

◼ 世代や国籍、障がいの有無を超えて互いを認め合い、支え合う温かい地域社会の

中で、一人ひとりが孤立することなく、自分らしく生きがいを持って輝いている姿

です。

◼ 子どもたちが郷土への愛着と誇りを育み、未来を拓くための充実した学びを得て、

大人たちが自信を持って「自慢のまち」として次世代へ受け継いでいける姿です。

この「誰もが住みたくなる」未来の志摩市は、市民一人ひとりが日々の生活に充実感を

覚え、いきいきと日常を楽しみながら、笑顔で暮らしている場所です。

志摩市に関わるすべての人が力をあわせ、この未来が実現し、将来にわたってまちが

持続していく希望を感じています。

それは、
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まちの将来像の実現に向けて達成すべき目標として、以下の4つを基本目標に設定します。

将来像を実現するための基本目標

基本目標１ にぎわい

基本目標２ やすらぎ

基本目標３ つながり

基本目標４ はぐくみ

～豊かな自然と共生し、持続可能な発展を続けるまち～

～安全安心で、みんなの暮らしを守るまち～

～誰もが健康で心豊かに、つながりあい、自分らしく暮らせるまち～

～未来を育み、生涯にわたる学びを支えるまち～

豊かな自然と資源を守り、生かし、志摩の持つ魅力を高めるとともに、交流を促進し、経済

活動を活発化させ、活気あふれる持続可能なまちをめざします。

誰もが安全で安心して暮らせる、災害に強く、日常の生活基盤と環境が整ったまちをめざ

します。

誰もが健康で心豊かに、世代や性別、国籍、障がいの有無を超えて互いに尊重し合い、支え合

う、一人ひとりが自分らしく輝けるまちをめざします。

子どもたちが学びを通して未来を拓き、地域を愛する心を育むとともに、市民が生涯にわた

り学び続けられる環境が整ったまちをめざします。

基本構想

基本構想体系図

誰もが住みたくなる、笑顔あふれる「しあわせ」のまち

自然と共生するまちづくり・市民が誇りをもてるまちづくり・次世代につながるまちづくり

にぎわい やすらぎ つながり はぐくみ

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４

まちの将来像

まちづくりの基本理念


